
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
  

 

 

 

 

  

 

 

  

  

     

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２学期のご理解・ご協力に、感謝申し上げます 
２学期、そして令和７年も、残りわずかとなりました。保護者の皆様には、今学期もたくさ

んのご理解とご協力・ご支援を賜り、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

２学期の「あゆみ渡し」は、「保護者との面談」については保護者に選択してもらうことと

しましたが、この「あゆみ」が確実に次につながるものとなるよう、お願いいたします。「あ

ゆみ」は、学校での学びの様子をお知らせするためのものであり、一人一人の子どもを伸ばす

ためのものです。子どもの「頑張り」や「伸び・成長」を認めて、言葉でしっかり伝えていた

だきたいと思います。小さなことでも認めてもらったり、ねぎらってもらったりすると、次へ

の意欲や自信となります。よろしくお願いいたします。 
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中能登町立鹿島小学校 
令和７年 12月23日（火） 

№.１８ 
TEL ７６－１１００ 

FAX ７６－１０８８ 

文責：清水ひとみ 
めざす児童像 ： 自ら学びよく考える子（全力）    心豊かで思いやりのある子（協力）   

ねばり強くたくましい子（持続力）  自ら考え 正しい価値に向かう子（自浄力） 

挑戦！ ～たくさんの気づき・発見がありました～ 

４年生は 11 日（木）に、台湾の中興國

（ジョンシン）小学校とオンラインで交流しま

した。４チームに分かれ、お互いに自己紹

介したり、質問したりしました。英語でし

ました。始めは緊張した様子でしたが、笑

顔いっぱいの楽しい時間となりました。 

２年生は４日（木）に、生活科の学習

「町たんけん」で、「御菓子司のと屋」と

「鳥木精肉店」に、２チームに分かれて行

きました。あんこで花びらやうぐいすのお

菓子をつくる様子を見たり、色々な種類の

お肉があることを知ったりできました。ど

ちらのお店も「お客さんが喜んでくれるの

が、一番うれしい」と分かりました。 

２年生 

３年生は社会の学習「農家の仕事」で、１学

期に見学した「岡野さんが育てたみかん」や

「青木さんが育てたカラー野菜」の収穫後の様

子や流れについて学ぶために、11 日（木）、

「道の駅織姫の里なかのと」に行ってきまし

た。すっかり大きく、おいしそうに色づいてい

る野菜やみかんを見て、とてもうれしくなると

ともに、さらに興味・関心をもちました。 

４年生 

３年生 

４年生は、総合で

「中能登町の産業とそ

れを受け継ぐ人々」に

ついて学習していま

す。12 日（金）、３チ

ームに分かれて「能登

上布会館」「丸井織

物」「能登テキスタイ

ルラボ」の見学に行き

ました。それぞれの会

社の状況や工夫・努力

等を知り、会社そして

中能登町に、興味・関

心が高まりました。 ４年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今いじめられている」と 
回答した児童の主訴 

嫌なことをされた 
（ぶつかるなど） 

暴言を言われた 

嫌なことを言われた 

  ～ おめでとうございます ～ 

親子で 「繊維スポーツ」 
町スポーツ推進委員と石川バリアフリーボランティアスタッフの方が講師となり、親子で

「繊維スポーツ」を楽しみました。「繊維スポーツ」とは、「織物の町なかのと」の織物を活

かした、誰もが簡単にでき、みんなが一緒に楽しめるスポーツです。今回は、ばらばらにち

らばった靴下の中から同じ柄の靴下をたたんでカゴに入れる「くつしたまいれ」、バレーボ

ールのような「なかのと巾ボール」、大きな布を音楽に合わせて動かす「なかのとゆるバル

ーン」をしました。あちこちから歓声があがり、笑顔が広がり、親子でよい汗をかくことが

できました。お世話・ご準備いただいたたくさんの皆様、ありがとうございました。 

いじめアンケートをもとに、 

子ども達の声をしっかりと受け止めて 

1２月に実施したアンケートにおいて、「今いじめられている」と

回答した児童は前期（７月）より減少したものの、4.4％いまし

た。アンケート後、担任を中心に、一人一人にしっかり話を聞き、

個に応じた対応、支援・指導を行いました。今後も継続して、一人

一人の子どもの立場になり、親身になって支援・指導を行っていき

ます。各ご家庭におかれましても、子どもと話し合う場を持つ等、

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【第 4２回 石川県児童硬筆書写作品コンクール】 

〇特 選   ２年 高森 珠寿 ・ ３年 池島 すず ・ ３年 松本 志優 ・ ４年 下地 愛菜 

４年 垣内 紗奈 ・ ５年 多田 花栞 ・ ５年 角野 琢朗 ・ ５年 高森  静  

６年 岡本 栞奈 ・ ６年 千德 菜月 ・ 6年 松本  仁 ・ ６年 松田 愛夢 

〇入 選   １年 平田 理紗 ・ １年 吉野 真咲 ・ ２年 卜部 福楽 ・ ２年 中瀬 珠愛  

２年 須原  楓 ・ 2年 福井 鳳真 ・ ２年 三宅 莉愛 ・ ３年 敞田結衣名  

3年 室木 恵太 ・ ３年 森口 侑誠 ・  ４年 卜部 杏心 ・ ５年 岡本 芽依 

【鹿島郡読書感想画コンクール】 

［低学年の部］ 

〇優秀賞  １年 柿木  湊  ・ ３年 高田香乃絵 

〇優良賞  １年 田中 瑛登  ・ ２年 森本美唯菜 ・ ２年 平野  廉 ・ ３年 敞田結衣名 

［高学年の部］ 

〇優秀賞  ６年 千德 菜月 ・ ６年 山田 莉心  ・ ５年 明地 羽奏  

〇優良賞  ４年 山田 華愛 ・ ４年 松本 豪史  ・ ５年 角野 琢朗 ・ ６年 原田 一慶 

薬物乱用防止教室（6年） 
12月 10日（水）、七尾警察署生活安全課より 

来校し、覚せい剤やたばこ、酒などの薬物につ

いて、「体にどのような害があるか」や依存性・

オーバードーズ（過剰摂取）等について、具体

例をもとに分かりやすく教えてくださいまし

た。子ども達は、「危険な薬物に誘われても断る

勇気をもつこと」や「自分はもちろん周りの人

も大切にすること」等の重要性について、理解

を深めることができました。 

がん教育出前講座（5・6年） 
12月 2日（火）、済生会金沢病院医師・ 

「県がん安心生活サポートハウスつどい場

はなうめ」看護師・がん体験者・県教育委

員会指導主事が来校し、「がんの予防・治

療」等について、それぞれの立場からお話

をしてくださいました。子ども達にとっ

て、「がんを予防するために自分にできるこ

と」「命を大切にすること」等についてしっ

かり考える場となりました。 


